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平
成
平
成
2828
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

新
公
会
計
制
度
に
よ
る
財
務
諸
表
な
ど
を
活
用
し
て
審
査

新
公
会
計
制
度
に
よ
る
財
務
諸
表
な
ど
を
活
用
し
て
審
査

　

平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か

ら
９
月
28
日
ま
で
会
期
24
日
間
で
開
催
さ
れ
、

14
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
市
長
提
出
議
案
14
件
、
諮
問
１
件
、

陳
情
１
件
が
審
議
さ
れ
、
新
た
に
陳
情
１
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

▼
１
日
目
（
９
月
５
日
）
は
、

一
般
質
問
の
通
告
人
数
や
通

告
時
間
、
議
案
を
付
託
す
る

委
員
会
の
開
催
日
等
を
考
慮

し
て
、
定
例
会
の
会
期
を
24

日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
５
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
２
日
目
（
９
月
６
日
）
は
、

５
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

▼
３
日
目
（
９
月
７
日
）
は
、

４
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
、
14
名
の
議
員
の
一
般

質
問
が
終
了
し
ま
し
た
。

▼
４
日
目
（
９
月
８
日
）
は
、

市
長
提
出
議
案
及
び
陳
情
に

つ
い
て
は
、
所
管
の
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
一
般

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、

福
生
市
一
般
会
計
決
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
審

査
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

▼
５
日
目
（
９
月
28
日
）
は
、

最
終
日
で
、
委
員
会
へ
付
託

さ
れ
た
議
案
11
件
は
、可
決
・

認
定
さ
れ
、
新
た
に
提
出
さ

れ
た
議
案
３
件
は
、
慎
重
審

議
の
結
果
、
即
決
で
同
意
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
諮
問
１

件
は
、
異
議
な
い
旨
答
申
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
開
会
前
に
提
出
さ
れ

た
陳
情
１
件
は
採
択
さ
れ
、

新
た
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
１

件
に
つ
い
て
は
所
管
の
委
員

会
に
付
託
し
た
後
、
継
続
審

査
と
し
、
今
定
例
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

本
会
議
の
経
過

主な内容
可決された案件 …………2面

平成28年度決算審査 ……3面

一般質問 ………………4～6面

委員会の審査 ……………7面

特別委員会活動 …………8面

「
議
会
日
誌
」

▼
７
月

３
日　

 

八
高
線
八
王
子
・
高
麗
川
間

複
線
化
促
進
協
議
会
総
会
及

び
要
望
行
動

10
日　

 

西
多
摩
衛
生
組
合
議
会
議
員

総
会
、
臨
時
会
、
全
員
協
議

会

　
　
　

 

東
京
都
市
町
村
議
会
議
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
議
会
臨

時
会

11
日　

 

福
生
病
院
組
合
議
会
総
会
、

臨
時
会
、
全
員
協
議
会
、

　
　
　

 

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協

議
会
理
事
会

12
日　

 

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協

議
会
基
地
関
係
国
会
議
員
と

の
情
報
連
絡
会
、
概
算
要
求

前
要
望
活
動

　
　
　

 

三
重
県
い
な
べ
市
視
察
来
市

13
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

 

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協

議
会
関
東
部
会
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
議
、
意
見

交
換
会

14
日　

 

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
臨
時
会
に
係
る

議
案
説
明
会

　
　
　

 

愛
媛
県
西
予
市
視
察
来
市

18
日　

 

横
田
基
地
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

 

横
田
基
地
対
策
特
別
委
員
会

要
請
行
動

19
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

 

西
多
摩
地
区
議
長
会
定
例
会

議

20
日　

 

瑞
穂
斎
場
組
合
議
会
臨
時
会

24
日　

 

三
鷹
・
立
川
間
立
体
化
複
々

線
促
進
協
議
会
、
多
摩
地
域

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
建
設
促

進
協
議
会
合
同
総
会

25
日　

 

圏
央
道
を
促
進
す
る
議
員
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
解
散
総
会

　
　
　

例
月
出
納
検
査

27
日　

 

東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組

合
議
会
全
員
協
議
会
、
臨
時

会

28
日　

 

西
多
摩
地
域
広
域
行
政
圏
審

議
会

　
　
　

 

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
臨
時
会

　
　
　

 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建

設
促
進
協
議
会
第
２
委
員
会

31
日　

 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建

設
促
進
協
議
会
第
３
委
員
会

▼
８
月

１
日　

 

四
五
都
市
連
絡
協
議
会
（
２

日
ま
で
）

３
日　

 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建

設
促
進
協
議
会
第
１
委
員
会

７
日　

 

議
員
向
け
決
算
審
査
説
明
会

　
　
　

 

大
多
摩
観
光
連
盟
通
常
総
会

８
日　

 

東
京
都
市
議
会
議
長
会
定
例

総
会

22
日　

例
月
出
納
検
査

29
日　

議
会
運
営
委
員
会

30
日　

 

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
員
向
け
保
険
料
説

明
会

▼
９
月

５
日　

第
３
回
定
例
会
１
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

６
日　

第
３
回
定
例
会
２
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

７
日　

第
３
回
定
例
会
３
日
目

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

８
日　

第
３
回
定
例
会
４
日
目

　
　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

 

ま
ち
の
魅
力
づ
く
り
対
策
特

別
委
員
会

12
日　

 

決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
15

日
ま
で
）

20
日　

建
設
環
境
委
員
会

21
日　

市
民
厚
生
委
員
会

22
日　

総
務
文
教
委
員
会

25
日　

 

横
田
基
地
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

 

ま
ち
の
魅
力
づ
く
り
対
策
特

別
委
員
会

26
日　

議
会
運
営
委
員
会

28
日　

第
３
回
定
例
会
５
日
目

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

29
日　

例
月
出
納
検
査

▲地域の伝統及び文化への理解を促進する取り組みをPRするオリジナルグラス、テーブルテント（左）及びポスター（右）
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円
。
歳
入
決
算
は
82
億
５
５

９
２
万
７
５
６
１
円
で
、
収

入
率
１
０
０
・
２
％
、
前
年

度
比
０
・
７
％
減
。
歳
出
決

算
は
77
億
６
６
６
８
万
４
５

８
２
円
で
、
執
行
率
94
・
２

％
、
前
年
度
比
３
・
１
％
減
。

歳
入
歳
出
差
引
額
は
４
億
８

９
２
４
万
２
９
７
９
円
。

◎
平
成
28
年
度
福
生
市
介
護
保

険
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

　

予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

に
補
正
１
回
を
行
い
、
歳
入

歳
出
41
億
８
９
２
万
１
千
円
。

歳
入
決
算
は
39
億
９
１
５
０

万
６
８
３
２
円
で
、
収
入
率

97
・
１
％
、
前
年
度
比
３
・

０
％
増
。
歳
出
決
算
は
38
億

９
４
７
万
４
９
７
７
円
で
、

執
行
率
92
・
７
％
、
前
年
度

比
２
・
６
％
増
。
歳
入
歳
出

差
引
額
は
１
億
８
２
０
３
万

１
８
５
５
円
。

◎
平
成
28
年
度
福
生
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

　

予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

額
に
補
正
１
回
を
行
い
、
歳

入
歳
出
11
億
３
９
３
２
万
円
。

歳
入
決
算
は
11
億
３
６
４
８

万
２
８
７
３
円
で
、
収
入
率

99
・
８
％
、
前
年
度
比
５
・

９
％
増
。
歳
出
決
算
は
11
億

１
９
４
８
万
８
３
７
円
で
、

執
行
率
98
・
３
％
、
前
年
度

比
６
・
３
％
増
。
歳
入
歳
出

差
引
額
は
１
７
０
０
万
２
０

３
６
円
。

◎
平
成
28
年
度
福
生
市
下
水
道

事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い

て
　

予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

に
補
正
１
回
を
行
い
、
歳
入

◎
福
生
市
市
道
に
お
け
る
道
路

標
識
の
寸
法
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

道
路
標
識
、
区
画
線
及
び

道
路
標
示
に
関
す
る
命
令
に
、

新
た
に
高
速
道
路
に
関
す
る

標
識
が
追
加
さ
れ
、
標
識
番

号
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
こ

の
標
識
番
号
を
引
用
す
る
道

路
標
識
の
番
号
の
規
定
を
改

め
る
も
の
。

◎
福
生
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支

援
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
特

に
居
住
の
安
定
を
図
る
必
要

が
あ
る
入
居
者
の
範
囲
を
改

め
る
と
と
も
に
、
公
営
住
宅

法
施
行
令
及
び
同
法
施
行
規

則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
引

用
す
る
規
定
を
整
理
す
る
も

の
。

▽
平
成
29
年
度
福
生
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

保
育
所
運
営
事
業
及
び
新

扶
桑
会
館
整
備
事
業
の
増
額
、

平
成
28
年
度
の
国
庫
支
出
金

の
精
算
及
び
決
算
剰
余
金
の

積
立
な
ど
を
実
施
す
る
に
当

た
り
、
歳
入
歳
出
予
算
を
補

正
し
、
併
せ
て
、
債
務
負
担

行
為
を
補
正
す
る
必
要
が
生

じ
た
こ
と
か
ら
、
歳
入
歳
出

歳
出
18
億
４
８
２
６
万
３
千

円
。
歳
入
決
算
は
17
億
２
６

８
５
万
１
１
０
１
円
で
、
収

入
率
93
・
４
％
、
前
年
度
比

６
・
２
％
減
。
歳
出
決
算
は

15
億
３
０
０
４
万
４
５
３
８

円
で
、
執
行
率
82
・
８
％
、

前
年
度
比
５
・
３
％
減
。
歳

入
歳
出
差
引
額
は
１
億
９
６

８
０
万
６
５
６
３
円
。

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　

加
藤
孝
子
氏
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
引
き
続
き
委
員
と

し
て
再
任
す
る
こ
と
に
同
意

す
る
も
の
。

◎
福
生
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
　

竹
田
良
昭
氏
及
び
加
藤
眞

司
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

引
き
続
き
委
員
と
し
て
再
任

す
る
こ
と
に
同
意
す
る
も
の
。

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
関
す
る
意
見
聴
取
に
つ

い
て

　

石
川
好
男
氏
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
引
き
続
き
委
員
と

し
て
推
薦
す
る
こ
と
に
異
議

が
な
い
旨
を
答
申
す
る
も
の
。

予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
14
億

８
９
４
５
万
１
千
円
を
追
加

し
、
２
６
４
億
３
１
３
１
万

６
千
円
と
す
る
も
の
。

▽
平
成
29
年
度
福
生
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

平
成
28
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
の
決
算

認
定
に
伴
い
、
繰
越
金
及
び

療
養
給
付
費
等
負
担
金
等
の

精
算
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

歳
入
歳
出
予
算
を
補
正
す
る

必
要
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
４
億
６
９
２
４
万
２
千

円
を
追
加
し
、
84
億
８
６
８

１
万
１
千
円
と
す
る
も
の
。

◎
平
成
29
年
度
福
生
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

平
成
28
年
度
の
介
護
給
付

費
等
の
確
定
に
伴
い
、
介
護

保
険
料
、
国
庫
支
出
金
、
支

払
基
金
交
付
金
、
都
支
出
金

及
び
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
の
精
算
を
実
施
す
る
に
当

た
り
、
歳
入
歳
出
予
算
を
補

正
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
８
３
７
４

万
１
千
円
を
追
加
し
、
42
億

３
４
８
０
万
５
千
円
と
す
る

も
の
。

◎
平
成
29
年
度
福
生
市
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

平
成
28
年
度
の
決
算
認
定

に
基
づ
く
繰
越
金
の
追
加
及

び
そ
の
繰
越
金
の
一
部
を
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
パ
ー
ク
周
辺

の
雨
水
管
渠
整
備
事
業
に
充

当
し
、
併
せ
て
、
雨
水
対
策

を
早
期
に
図
り
た
い
こ
と
か

ら
、
繰
越
明
許
費
を
設
定
し
、

平
成
30
年
度
の
台
風
の
時
期

の
前
ま
で
に
竣
工
さ
せ
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
残
り
は
、

基
金
へ
積
み
立
て
よ
う
と
す

る
も
の
。

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
１
億
６
６
８
０
万
７

千
円
を
追
加
し
、
18
億
２
５

６
４
万
１
千
円
と
す
る
も
の
。

▽
平
成
28
年
度
福
生
市
一
般
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

に
補
正
７
回
を
行
い
、
歳
入

歳
出
２
６
６
億
５
６
４
１
万

１
千
円
で
、
前
年
度
比
９
・

３
％
増
。
歳
入
決
算
は
２
６

６
億
８
９
４
６
万
３
５
６
９

円
で
、
収
入
率
１
０
０
・
１

％
、
前
年
度
比
６
・
２
％
増
。

歳
出
決
算
は
２
５
５
億
７
６

５
１
万
８
１
２
６
円
で
、
執

行
率
95
・
９
％
、
前
年
度
比

８
・
５
％
増
。
歳
入
歳
出
差

引
額
は
11
億
１
２
９
４
万
５

４
４
３
円
。

▽
平
成
28
年
度
福
生
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

　

予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

に
補
正
１
回
を
行
い
、
歳
入

歳
出
82
億
４
２
６
２
万
５
千

◎全員賛成　▽賛成多数

可決された案件れ可決決されさ 案件案れたたされれ決されさ可決 案れたた案件されれ
（要旨）（（要旨）要旨

可決された案件
（要旨）

新
公
会
計
制
度
移
行
後
、
初

め
て
の
決
算
の
も
と
審
査
が

行
わ
れ
た
。

　

今
年
度
に
実
施
さ
れ
た
主

な
事
業
を
見
る
と
、
防
災
食

育
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
、
も

く
せ
い
会
館
建
設
事
業
な
ど

の
資
本
形
成
に
寄
与
す
る
大

規
模
事
業
が
開
始
さ
れ
、
福

生
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
る
都
市
計
画
道
路
で
あ

る
富
士
見
通
り
線
整
備
事
業

が
順
調
に
進
捗
し
た
。

　

ま
た
、
定
住
化
施
策
の
柱

の
一
つ
で
あ
る
子
育
て
支
援

施
策
で
は
、
杉
の
子
第
三
保

育
園
園
舎
建
て
替
え
に
よ
り

待
機
児
童
解
消
が
進
ん
だ
。

　

ま
た
、
教
育
で
は
、
第
四

小
学
校
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
制
度
が
導
入
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
へ
大
き
な
一

歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
こ
と
は
、

教
育
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
他
、
教
育
立
市
を

掲
げ
る
市
長
の
思
い
と
「
子

ど
も
一
人
ひ
と
り
を
真
に
大

切
に
し
た
学
校
教
育
を
推
進

す
る
」
と
い
う
教
育
長
の
強

い
信
念
が
事
業
の
随
所
に
見

ら
れ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
決

算
に
賛
成
で
あ
る
。

■
賛
成

　

今
年
度
、
歳
入
に
お
い
て

は
、
財
源
確
保
に
向
け
全
庁

的
な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
、

結
果
、
適
正
な
事
業
執
行
で

繰
越
金
及
び
基
金
の
積
み
立

●
平
成
28
年
度
福
生
市
一
般

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

■
反
対

　

横
田
基
地
に
つ
い
て
は
、

財
政
面
で
も
市
民
の
安
全
を

守
る
上
で
も
基
地
の
な
い
福

生
市
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
子
育
て
施
策
で
は
、

子
育
て
世
代
の
人
口
減
少
は

緩
和
し
て
お
ら
ず
、
住
宅
支

援
策
の
充
実
、
学
校
給
食
費

の
無
償
化
、
就
学
援
助
費
支

給
基
準
の
改
善
、
駅
前
自
転

車
駐
輪
場
の
無
料
化
、
だ
れ

で
も
乗
れ
る
循
環
バ
ス
な
ど
、

子
育
て
世
代
へ
の
よ
り
幅
広

い
支
援
策
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
地
域
振
興
で
は
、

市
内
業
者
の
受
注
拡
大
や
公

契
約
条
例
制
定
に
向
け
た
取

り
組
み
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、

ふ
っ
さ
子
育
て
ま
る
と
く
カ

ー
ド
を
市
民
、
業
者
、
行
政

が
一
体
で
取
り
組
む
地
域
振

興
事
業
と
し
て
改
善
す
る
検

討
が
な
か
っ
た
。

　

原
発
に
依
存
し
な
い
ま
ち

づ
く
り
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出

50
％
削
減
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
は
、
市
民
ぐ
る
み

で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
が
必
要
だ
が
、
そ
の
取

り
組
み
が
な
か
っ
た
。

　

最
後
に
、
教
育
分
野
で
は
、

学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
に

向
け
て
取
り
組
む
と
の
表
明

が
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
決

算
に
反
対
す
る
。

■
賛
成

　

今
年
度
の
決
算
審
査
で
は
、

て
な
ど
、
後
世
負
担
軽
減
が

図
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
歳
出
で
は
、
交
流

人
口
増
、
定
住
化
施
策
の
推

進
と
し
て
は
、
市
の
優
れ
た

施
策
や
魅
力
を
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
や
ア
ニ
メ
で

発
信
す
る
市
職
員
全
員
が
一

丸
と
な
っ
た「
攻
め
の
広
報
」

も
確
認
で
き
た
。

　

さ
ら
に
、
発
生
主
義
・
複

式
簿
記
に
基
づ
く
日
々
仕
分

け
に
よ
る
「
新
公
会
計
制
度

で
の
初
め
て
の
決
算
審
査
」

は
、
財
政
の
見
え
る
化
を
促

進
し
、
事
業
に
お
け
る
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
構
築
の
み
な

ら
ず
、
職
員
の
コ
ス
ト
意
識
、

ス
キ
ル
の
向
上
に
寄
与
し
た

こ
と
も
確
認
で
き
た
。

　

ま
た
、
教
育
分
野
で
は
、

英
検
福
生
モ
デ
ル
の
実
施
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
全
中
学
校
配
置
や

小
学
校
へ
の
巡
回
指
導
な
ど
、

国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人

材
育
成
を
見
据
え
た
事
業
等

の
取
り
組
み
が
確
認
で
き
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
決

算
に
賛
成
す
る
。

・
そ
の
ほ
か
次
の
議
案
に
対

し
て
も
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

●
平
成
29
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

●
平
成
29
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

●
平
成
28
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

討
論

▲改修が予定されている多摩川中央公園

陳
　
情

　

各
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、

採
択
さ
れ
た
陳
情
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
採
択

○
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
制

度
策
定
に
関
す
る
陳
情
書

（
29-

４
号
）
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▲平成28年度一般会計決算を起立採決で認定

東
村
山
市
と
本
市
で
組
織
し

て
い
る
。
地
酒
の
一
体
的
な

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
、
ブ
ラ

ン
ド
強
化
や
交
流
人
口
増
加
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光

振
興
、
消
費
拡
大
を
目
指
し
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配

布
、
利
き
酒
師
の
解
説
つ
き

試
飲
会
等
を
実
施
し
、
次
年

度
以
降
の
事
業
継
続
の
可
能

性
を
踏
ま
え
、
観
光
業
界
関

係
者
へ
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
た
。

問　

仕
事
を
し
た
く
て
も
、な

か
な
か
紹
介
し
て
も
ら
え
な

い
状
況
で
あ
る
。
派
遣
や
職

業
紹
介
も
考
え
る
べ
き
で
は
。

答　

就
業
形
態
の
見
直
し
に

よ
る
多
様
な
就
業
機
会
の
提

供
に
つ
い
て
は
、
28
年
度
か

ら
就
業
拡
大
の
一
環
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
従
来
の

請
負
契
約
で
は
対
応
で
き
な

か
っ
た
発
注
者
の
直
接
命
令

に
よ
る
作
業
や
、
発
注
者
の

従
業
員
と
一
緒
に
働
く
こ
と

が
可
能
と
な
る
労
働
者
派
遣

事
業
を
、
東
京
し
ご
と
財
団

と
連
携
し
て
実
施
す
る
こ
と

と
し
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
が
、
契

約
締
結
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

問　

取
り
組
み
と
成
果
、
子

供
の
居
場
所
と
し
て
の
特
徴

は
。
参
加
者
の
声
に
つ
い
て

も
伺
う
。

答　

28
年
度
よ
り
、
市
民
主

体
の
運
営
と
し
た
。
１
日
プ

レ
イ
パ
ー
ク
を
７
月
と
11
月

に
実
施
し
、
多
い
時
間
帯
で

と
と
、
本
市
の
教
員
の
特
別

支
援
教
育
に
対
す
る
課
題
意

識
が
向
上
し
た
こ
と
が
大
き

な
成
果
で
あ
る
。
言
語
障
害

等
で
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
児
童
が
、
本
市
で
言
葉

の
発
達
に
関
す
る
専
門
的
指

導
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
ま
た
、
専
門
性
の
極
め

て
高
い
教
員
が
本
市
の
全
小

学
校
で
啓
発
を
行
い
、
通
常

学
級
担
任
等
の
言
語
障
害
へ

の
理
解
が
高
ま
っ
た
。

問　

成
果
が
出
て
い
る
よ
う

だ
が
児
童
・
生
徒
の
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

28
年
度
よ
り
福
生
市
英

語
教
育
推
進
計
画
に
基
づ
き

問　

新
公
会
計
制
度
の
視
点

か
ら
見
た
決
算
の
特
徴
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

貸
借
対
照
表
で
は
、
流

動
資
産
が
比
較
的
多
い
一
方

で
負
債
は
少
な
く
、
将
来
に

な
る
べ
く
負
担
を
残
さ
な
い

財
政
運
営
を
続
け
た
成
果
が

表
れ
て
い
る
。キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
計
算
書
で
は
、
財
源

確
保
に
努
め
つ
つ
行
政
支
出

を
抑
え
、
将
来
に
備
え
て
基

金
を
積
み
立
て
た
結
果
が
表

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

借
金
に
依
存
し
な
い
財
政
運

営
や
経
費
節
減
の
努
力
等
、

こ
れ
ま
で
言
葉
で
説
明
し
て

い
た
取
り
組
み
が
財
務
諸
表

で
見
え
る
化
が
で
き
た
。
経

年
比
較
や
近
隣
と
の
比
較
が

可
能
に
な
れ
ば
、
よ
り
詳
細

な
分
析
や
有
効
活
用
が
可
能

と
な
る
。

７
月
は
１
２
２
人
、
11
月
は

２
０
０
人
の
来
場
が
あ
っ
た
。

市
民
主
体
で
の
会
議
開
催
や
、

新
会
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

協
力
事
業
者
等
の
増
加
も
成

果
で
あ
る
。
特
徴
は
子
供
が

自
然
と
触
れ
合
い
自
由
な
発

想
で
遊
ぶ
場
で
あ
る
が
、
１

日
の
み
の
イ
ベ
ン
ト
型
で
は

限
界
が
あ
る
。
ま
た
、
参
加

者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
評
価
す

る
声
が
あ
っ
た
。

問　

28
年
度
の
助
成
状
況
や

事
業
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

28
年
度
は
交
付
内
定
申

請
ま
で
進
ん
だ
戸
建
て
空
き

家
が
４
件
。
助
成
金
交
付
は

過
年
度
申
請
分
も
含
め
戸
建

実
施
し
て
い
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
中

学
校
常
駐
及
び
小
学
校
巡
回

配
置
で
は
、
年
度
末
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
、
小

学
５
・
６
年
生
と
中
学
校
全

生
徒
の
80
％
以
上
が
授
業
で

英
語
を
使
用
し
て
い
る
と
回

答
し
、
配
置
の
効
果
が
わ
か

る
。
ま
た
、「
英
検
福
生
モ

デ
ル
」に
よ
る
英
検
公
費
受

験
で
は
、
小
学
６
年
生
の
希

望
児
童
と
中
学
３
年
生
全
生

徒
の
検
定
料
を
全
額
公
費
負

担
し
た
。
小
学
６
年
生
は
約

４
人
に
１
人
が
受
験
、
中
学

３
年
生
は
３
級
以
上
の
所
持

率
が
国
の
平
均
を
超
え
る

38
・
７
％
に
達
し
た
。

問　

Ｐ
Ｒ
動
画「
Ｗ
ｈａ
ｔ
，ｓ

　

Ｕ
Ｐ　

Ｆ
ｕ
ｓ
ｓ
ａ（
ワ
ッ

ツ　

ア
ッ
プ　

フ
ッ
サ
）」は

高
い
再
生
回
数
を
記
録
し
た
。

実
感
し
た
効
果
と
、
今
後
の

課
題
等
を
伺
う
。

答　

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
マ

ス
コ
ミ
に
多
く
取
り
上
げ
ら

れ
た
こ
と
で
、
大
勢
の
方
に

見
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
が

で
き
た
。
メ
デ
ィ
ア
露
出
に

よ
る
広
告
換
算
費
は
約
４
２

０
０
万
円
。
今
後
の
課
題
だ

が
、
Ｐ
Ｒ
を
継
続
し
て
い
く

に
は
、
よ
り
よ
い
も
の
を
作

り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
、
財
源
の
確
保
な
ど

で
あ
る
。

問　

福
生
駅
か
ら
一
、
二
分

の
と
こ
ろ
に
民
間
の
有
料
自

転
車
駐
車
場
が
で
き
て
お
り
、

福
生
駅
西
口
自
転
車
駐
車
場

は
本
当
に
必
要
な
の
か
と
い

う
声
が
地
域
か
ら
出
て
い
る
。

必
要
性
や
、
公
園
な
ど
多
目

的
な
利
用
に
つ
い
て
、
28
年

度
は
何
か
検
討
し
た
の
か
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

民
間
の
自
転
車
駐
車
場

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
多

く
い
る
が
、
28
年
度
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
の
方
針
ど
お

り
で
や
っ
て
お
り
、
検
討
は

し
て
い
な
い
。

問　

28
年
度
に
所
有
者
不
明

と
な
っ
た
固
定
資
産
は
何
件

か
。
内
容
と
併
せ
て
伺
う
。

答　

通
常
、
所
有
者
の
死
亡

が
判
明
し
た
段
階
で
相
続
人

代
表
者
指
定
届
の
提
出
を
依

頼
し
、
相
続
登
記
の
手
続
を

経
て
新
所
有
者
へ
課
税
す
る
。

届
け
が
な
い
場
合
は
相
続
人

を
戸
籍
調
査
等
で
探
し
、
相

続
人
代
表
者
の
指
定
を
行
う

が
、
相
続
人
が
存
在
し
な
い

場
合
や
、
相
続
人
全
員
が
相

続
放
棄
す
る
と
相
続
人
不
存

在
で
所
有
者
不
明
と
な
る
。

28
年
度
の
所
有
者
不
明
案
件

は
４
件
で
、
相
続
人
全
員
が

相
続
放
棄
し
た
こ
と
に
よ
る
。

問　

負
担
金
支
払
い
の
根
拠

と
、
団
体
の
概
要
を
問
う
。

答　

負
担
金
額
は
、
市
長
会

の
補
助
金
の
上
限
が
５
０
０

万
円
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も

の
。
協
議
会
は
、
酒
蔵
が
あ

る
あ
き
る
野
市
、
青
梅
市
、

て
空
き
家
３
件
で
、
合
計
１

４
８
万
円
で
あ
っ
た
。
本
事

業
は
、
建
物
の
除
却
後
に
フ

ァ
ミ
リ
ー
向
け
住
宅
の
建
設

ま
た
は
宅
地
分
譲
を
計
画
す

る
者
が
対
象
で
、
除
却
の
み

で
は
申
請
で
き
な
い
。
住
宅

の
完
成
や
分
譲
開
始
が
確
認

で
き
て
か
ら
助
成
金
を
支
払

う
。
住
宅
建
設
に
必
要
な
期

間
等
を
踏
ま
え
、
予
定
事
業

期
間
を
２
年
と
し
て
い
る
。 

問　

28
年
度
か
ら
設
置
さ
れ

た
が
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

言
語
障
害
に
対
す
る
専

門
的
支
援
の
必
要
な
児
童
に

よ
り
よ
い
支
援
が
届
い
た
こ

平
成
28
年
度
決
算
の
概
要

一
般
会
計
決
算
の
審
査
か
ら

一
般
会
計
決
算
の
審
査
か
ら

　

新
公
会
計
制
度
に
よ
る
初
め
て
の
一
般
会
計
決
算
を
４

日
間
集
中
審
査

　

一
般
会
計
決
算
で
は
、
財
務
諸
表
、
貸
借
対
照
表
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
決
算
説
明
書
を
主
に
、
各
部
ご
と
に
審
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

審
査
方
法
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
に
お
い
て
17
名
で
構

成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
付
託
・
審
査

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
４
つ
の
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て

は
、
建
設
環
境
委
員
会
、
市
民
厚
生
委
員
会
に
付
託
・
審

査
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

会　計　区　分 歳入決算額 歳出決算額 残額
（翌年度繰越額）

一　般　会　計 266億8,946万3,569円 255億7,651万8,126円 11億1,294万5,443円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 82億5,592万7,561円 77億6,668万4,582円 4億8,924万2,979円
介 護 保 険 特 別 会 計 39億9,150万6,832円 38億947万4,977円 1億8,203万1,855円
後期高齢者医療特別会計 11億3,648万2,873円 11億1,948万837円 1,700万2,036円
下 水 道 事 業 会 計 17億2,685万1,101円 15億3,004万4,538円 1億9,680万6,563円

総　合　計 418億23万1,936円 398億220万3,060円 19億9,802万8,876円

平成28年度　各会計別決算額

平成28年度　一般会計決算の款別内訳 （　）内の数字は合計に占める割合
平成 28年度 平成 27年度

市　　　税

国庫支出金

都 支 出 金

地方交付税

基地交付金

繰　越　金

地方消費税交付金

繰　入　金

使用料及び手数料

市　　　債

そ　の　他

民　生　費

教　育　費

消　防　費

総　務　費

衛　生　費

土　木　費

諸 支 出 金

公　債　費

議　会　費

商　工　費

農林水産業費

80億1,205万7,944円（30.0％）

59億8,870万8,274円（22.4％）

35億8,795万3,132円（13.4％）

23億5,864万9,000円（8.8％）

16億1,820万5,000円（6.1％）

3億7,290万円（1.4％）

9億3,532万6,725円（3.5％）

11億8,364万4,000円（4.4％）

6億8,915万4,979円（2.7％）

116億4,549万5,918円（45.5％） ～ ～

23億4,808万7,215円（9.2％）

27億1,636万6,966円（10.6％）

21億557万696円（8.2％）

14億9,318万7,270円（5.8％）

7億9,495万8,031円（3.1％）

2億8,121万2,812円（1.1％）

2億5,035万5,031円（1.0％）

4,284万3,993円（0.2％）

歳　入 歳　出

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
財産収入
寄附金
諸収入

国有提供施設等
所在市町村
助成交付金等

15億6,398万9,944円（5.9％）

歳入合計　266 億 8,946 万 3,569 円 歳出合計　255 億 7,651 万 8,126 円

3億7,887万4,571円（1.4％）

25億445万5,725円（9.8％）

13億9,398万4,469円（5.5％）

決
算
の
特
徴
点
に
つ
い
て

福
生
駅
西
口
駐
車
場
に
つ
い
て

住
宅
建
替
促
進
事
業
に
つ
い
て

こ
と
ば
の
教
室
の
効
果
に
つ
い
て

英
語
教
育
の
成
果
に
つ
い
て

ま
ち
の
魅
力
Ｐ
Ｒ
動
画
に
つ
い
て

所
有
者
不
明
の
固
定
資
産

に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

支
援
事
業
に
つ
い
て

プ
レ
イ
パ
ー
ク
事
業
の
取

り
組
み
と
成
果
に
つ
い
て

多
摩
地
域
観
光
資
源
広
域
活

用
協
議
会
負
担
金
に
つ
い
て
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　質問　今年度の本事業は一段落し
たところだが、ここに至った経緯や
活動内容等、状況を改めて伺う。
　教育長　以前の青少年海外派遣事
業は社会情勢の変化による不安によ
り中止することとした。また、経費
面も考慮し、新事業では、対象者の
範囲を拡大して日本国内で実施する
ものとした。内容は、埼玉県内の施
設で３泊４日、小学生19名、中学生
18名が参加し、英語環境で外国人ス
タッフからの指導を受け、各種イベ
ントで交流した。第１回目の本事業

は、世界に視野を広げるきっかけと
なったものと考えている。

ふっさっ子グローバルヴィレッジについて
清水 義朋 議員

▲ ７月に実施されたふっさっ子グロー
バルヴィレッジの様子

　質問　この延伸計画は、多摩橋通
りを交差し、福生第三小学校、福生
第一中学校近くを通り、熊川駅近く
の新奥多摩街道へ繋がる計画道路
で、昭和36年に都市計画決定された
が、現在凍結状態のような形になっ
ている。今後の見通しを伺いたい。
　市長　「東京における都市計画道
路の在り方に関する基本方針」策定
のため、都と区市町による検討会が
設置され、拡幅整備の有効性の精査
や既存道路による代替の可能性、整
備の課題等を検討中。この延伸計画

についても、方向性が見えれば議会
に報告する。

産業道路の多摩橋通り以南の延伸計画について
末次 和夫 議員

▲多摩橋通り付近の道路の様子

　質問　オープンデータに対する考
え方と、公開に至った経緯を伺う。
　市長　オープンデータは、インタ
ーネットが普及した情報化社会にお
けるいわば社会ニーズであり、国の
方針もあり、今後、ますます推進さ
れると考える。オープンデータを公
開することで、情報公開に加え、透
明性、信頼性の向上、国民参加、官
民協働の推進及び経済の活性化、行
政の効率化が期待される。本市では、
平成28年９月からオープンデータの
公開を始めた。今後は公開するデー

タの範囲を拡大し、２次利用がしや
すいデータ形式を増やしていく。

西多摩で唯一のオープンデータ公開について
乙津 豊彦 議員

　質問　公務全般に対する意識改革、
働き方改善が重要だが、勤務実態の
状況と働き方改善をどう考えるか。
　教育長　本市各学校では校長の経
営方針に基づき、教員は職務に真摯
に向き合っている。時間外労働や休
日出勤等、長時間に及ぶことも少な
くなく、勤務状況は多種多様であり、
職務の線引きが難しい。今が、働き
方の改善の千載一遇のチャンスだ。
学校教育の更なる質の確保・向上を
目指し、校内の組織体制を一層強化
し、教職員が心身ともに健康に、効

教員の働き方改善について
原田　剛 議員

　質問　安全安心まちづくり協議会
が重要な機関として設置されてい
る。福生駅東口飲食店街の現状に鑑
み、防犯のための組織の設置、ある
いは組織づくりに向けての議論を進
めていただくことはできないか。
　総務部長　協議会は、市長の諮問
に対する答申や、施策に対して意見
を述べることを主な役割としてお
り、組織づくりそのものを行うこと
は、協議会の本来の趣旨にそぐわな
いものと考えるが、地域の安全安心
にかかわる問題については、議題と

して取り上げ、協議会と相談しなが
ら、積極的に対応したい。

福生駅周辺の安全安心について
佐藤 弘治 議員

　質問　今年度も開催された平和の
つどいについて、事業の目的、実施
状況、成果を伺う。
　市長　今回は８月13日に開催した。
戦争の悲惨さ、平和の尊さを忘れぬ
よう、経験、体験を共有し、平和に
ついての啓発が趣旨で「絶対に戦争は
繰り返してはいけない」と改めて確認
する日である。今回は30回の節目で
あり、市内在住の鈴木利二氏の講演
のほか、本市出身のジャズシンガー、
ダイナマイト・ミ キ氏とサンサンシ
ンガーズを招き、多くの方が来場し、

平和のつどいについて
田村 正秋 議員

▲８月に開催された平和のつどいの様子

▲福生駅東口での防犯パトロールの様子

　質問　市内で災害時に活用できる
よう、特に一時避難場所・広域避難
場所等の各公園にソーラー充電式Ｌ
ＥＤ照明灯の設置を考えているのか。
　市長　公園の大きな役割の一つが
防災面での役割だ。市内15公園が一
時避難場所に、多摩川河川敷の４公
園が広域避難場所に指定されている。
ソーラー充電式ＬＥＤ照明灯をそれ
らの公園に設置する必要性は認識し
ている。初期コストやランニングコ
スト等を検討して効果を検証し、効
果があれば標準的な仕様を検討し、

公園照明灯の災害時における活用について
幡垣 正生 議員

▲ 福生市防災食育センターに設置され
ているソーラー充電式ＬＥＤ照明灯

一 般 質 問（要旨）

　今定例会では、14名の議員が市政全般にわたり一般質問を
行いました。質問方式は３種類の選択制で、一括方式、一問
一答方式、併用方式（一括と一問一答の併用）のいずれかを
議員が選択し、質問しました。
　要旨は一問とし４ページから５ページに掲載しました。一
般質問の項目は６ページに全て掲載してあります。
　詳しくは、11月下旬発行予定の会議録を市役所情報コーナ
ー、図書館または福生市ホームページからご覧ください。

市 政 の こ こ を 問 う

率的、効果的な視点で教育活動が行
えるよう、働き方の改善を進める。

好評だった。また、平和関連各事業
と連携し、ＰＲを強化した。

照明灯の修繕や改修時にソーラー充
電式ＬＥＤ照明灯の設置に取り組む。

▲ 福生市ホームページに掲載されてい
るオープンデータの情報
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　質問　方針策定後の課題は。整備
に当たってどのような障害があるか。
　市長　公共サインは施設への的確
な誘導等が目的で、対象施設の名称
変更や移転、道路新設等の際は早急
に表示内容の整合を図る必要がある。
誘導サインの配置・設置は、経路間
の場所の設定や設置範囲、整備経費
等の制約から、整備方針どおり配置・
設置できない場合もある。防災食育
センター整備工事にあわせて誘導サ
イン設置を検討し、前述の事由によ
り現時点では未整備だが、設置場所

福生市公共サイン整備方針策定後の課題について
大野　聰 議員

▲福生市公共サイン整備方針（冊子）

　質問　教職員の長時間労働が問題
となっている。本市における学校労
働安全衛生管理の現状と対応を問う。
　教育長　児童・生徒が明るく元気
に学校生活を過ごすためには、教員
の心身の健康が何よりも大切である。
本市の小・中学校は教職員数が10人
以上50人未満だったため、衛生推進
者の選任と、時間外労働が月100時間
超の者からの申し出により医師の面
接指導を行うことができる体制を整
備してきた。教職員が50名超の学校
も出てきており、対応する時期に来

教職員の時間外労働の規制について
池田 公三 議員

　質問　医療的ケア児等の支援と、
その家族のレスパイト（息抜きや世
話のお休み）等も含め市の所見を伺う。
　市長　乳幼児経過観察健康診査等
で、発育や発達を継続して診るべき
子どもを支援している。発達支援事
業「ぱんだグループ」は子育て相談に
も活用されている。また、新たに設
置する子育て世代包括支援センター
は、特別な支援を要する子どもの早
期発見・支援へつなぐ。医療的ケア
児が地域へ戻る際は、関係機関が情
報共有等による連携を図る。受け入れ

特別な支援を要する子どもへの対応について
五十嵐 みさ 議員

　質問　本市のタイムラインの策定
経緯と概要、周知等について伺う。
　市長　国土交通省では、国が管理
する河川のタイムラインが必要と考
え、京浜河川事務所と多摩川の隣接
自治体との間でも、策定を進めてき
た。本市のタイムラインは、京浜河
川事務所が作成したものを基に、本
市の地域防災計画における風水害時
の活動体制を時系列でまとめたもの
だ。今後はこのタイムラインに沿っ
て適正な避難情報等の発令に努め、
改定中の地域防災計画にも明記し、

職員や市民にも周知する。京浜河川
事務所とも平常時から連携を図る。

タイムライン（防災行動計画）について
青木　健 議員

　質問　本市は景観・観光資源でも
ある玉川上水の史跡を有している。
自然・歴史文化等の情報共有や2020
年を意識した動き等をどう捉えるか。
　市長　玉川上水は、本市を代表す
る水の眺望である。世界遺産や未来
遺産への登録を目指す活動成果とし
て、玉川上水ネットの「玉川上水・分
水網の保全活用プロジェクト」が、
「プロジェクト未来遺産2016」に指定
された。東京水循環の再生の提言等
を含め市民団体の自主的な活動だ
が、玉川上水・分水網が再評価され、

玉川上水・分水網の保全活用プロジェクトについて
堀 雄一朗 議員

▲景観・観光資源である玉川上水

　質問　福生市総合計画第４期修正
後期基本計画を踏まえ、高齢者住宅
事業を今後どのように進めるのか。
　市長　更なる高齢化社会に備え、
自力では適切な住宅確保が困難な高
齢者世帯に対し、市営住宅の一部を
高齢者専用とすることで、セーフテ
ィネット機能を維持することが重要
だ。借上契約が順次満了となる市営
借上高齢者住宅は、施設の状況にも
よるが、高齢者が安心して生活でき
る住宅の安定確保のため、10年程度
の契約更新を行いたい。本市が建設

高齢者住宅事業の今後の見通しについて
三原 智子 議員

▲シルバーピア熊川の外観

　質問　都道249号線（産業道路）の
武蔵野台一丁目15番地付近の交差点
への交通信号機設置について、28年
１月、福生警察署長宛に要望書が提
出されたが、その後の進捗状況は。
　市長　周辺地域の方々から、歩行
者の安全確保のため、交差点への交
通信号機設置の要請を受けたことか
ら、福生警察署へ要望書を提出した。
設置に係る進捗状況について、所管
する福生警察署へ確認したところ、
８月７日に、警視庁交通管制課と福
生警察署交通課が現地調査を行って

連動信号機設置について
奥富 喜一 議員

▲都道249号線（産業道路）の様子

平成29年第3回定例会本会議の傍聴者数等

次回定例会のお知らせ

・傍聴者数　延べ80人
・インターネット議会中継閲覧数 （9月5日～9月28日）延べ125件

　平成29年第４回定例会は、12月５日（火）から12月22日（金）まで
を予定しています。

◎傍聴におでかけください。

◎ 議場には、補聴器をお使いの方のために、補聴器に直接音声を送るヒアリン
グループを導入しています。（旧名称「磁気ループ」は、磁気という言葉が
ペースメーカー等に悪影響を及ぼす、と誤解されがちなこと等により、新名
称「ヒアリングループ」に改称されました。）

◆本会議（予定）午前10時開会　12月５日（火）～８日（金）及び22日（金）

◆常任委員会（予定）午前10時開会　12月12日（火）～ 14日（木）

等を調整し設置予定。定期的なメン
テナンス等が今後の課題である。

ているため、今後その対応について
調整していく必要を認識している。

ている市内保育園もある。家族のレス
パイトは負担感軽減も課題である。

更なる保全・活用につながる可能性
があり、本市として動向を注視する。

した高齢者住宅も適正な管理を行い、
高齢者世帯向け住宅戸数を維持する。

おり、現在、警視庁において審査中
とのことである。

▲ タイムライン（防災行動計画）の流れ
（国土交通省ホームページより）
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通告者 質 問 内 容
① １　横田基地について

　⑴再編交付金に代わる財源確保について
　⑵Ｖ－ 22 オスプレイについて
　⑶地域貢献について
２　新学習指導要領について
　⑴新学習指導要領の改訂のポイントについて
　⑵市の教育への対応について
３　ふっさっ子グローバルヴィレッジについて

清水 義朋
（一括）

② １　行政改革について
　⑴目標について
　⑵行政改革の推進について
２　教員の働き方改善について
　⑴教員勤務実態について
　⑵外部人材の活用について
３　児童・生徒の健康について
　⑴健康診断について
　⑵健康診断項目について
４　ふっさっ子グローバルヴィレッジについて

原田　剛
（併用）

③ １　安全安心まちづくり行政について
　⑴福生市安全安心まちづくり推進計画について
　⑵福生市安全安心まちづくり協議会について
　⑶福生駅周辺の安全安心について
２　子ども・子育て支援について
　⑴切れ目のない子育て支援について
　⑵子育て世代包括支援センター事業について
３　行政課題と組織体制について
　⑴行政課題に的確に対応できる体制の構築について
　⑵人材育成の推進と任用制度について

佐藤 弘治
（一括）

④ １　オープンデータについて
　⑴オープンデータに対する国及び自治体の動向について
　⑵ 西多摩で唯一公開している当市のオープンデータに対す

る考え方等について

乙津 豊彦
（併用）

⑤ １　 福生都市計画道路３・４・２号志茂中央線（多摩橋通り）
及び福生都市計画道路３・３・30 号武蔵野工業線（産業
道路）について

　⑴両路線整備の進捗状況について
　⑵産業道路の延伸に伴う市道等の雨水処理対策について
　⑶産業道路の多摩橋通り以南の延伸計画について
２　「福生市の歌」について　
　⑴ 制定の経緯及び現在の歌唱状況（市内小学校・中学校を

含む）について
　⑵市民への周知について

末次 和夫
（一問一答）

⑥ １　多文化共生と国際交流の推進について
　⑴ 現状と課題について
２　 東京オリンピック・パラリンピック入賞メダル製作の取

り組みについて
　⑴ みんなのメダルプロジェクトについて
３　平和事業について
　⑴ 平和のつどいについて
　⑵当市の取り組みについて

田村 正秋
（一括）

⑦ １　 市内公共施設等のソーラー充電式（ＬＥＤ）照明灯の設
置について

　⑴ 公園照明灯のＬＥＤ化の現状について
　⑵公園照明灯の災害時における活用について
２　家庭におけるＬＥＤ普及事業について
　⑴ ＬＥＤ省エネムーブメント促進事業の市内の状況について
　⑵本市におけるＬＥＤ促進事業について
３　外来生物の現状と今後の課題について　
　⑴ 外来生物（アライグマ、ハクビシン）防除事業について
　⑵ヒアリの対応について

幡垣 正生
（併用）

通告者 質 問 内 容
⑧

１　防災行政について
　⑴タイムライン（防災行動計画）について
　⑵自助・共助の向上について
　⑶災害対応におけるＳＮＳの活用について
　⑷ドローンの活用について
　⑸防災キャビネットの設置について
　⑹災害救援ベンダー（自動販売機）について

青木　健
（併用）

⑨
１　指定管理者制度について
　⑴指定管理者制度の現状と課題について
　⑵制度導入後の効果について
　⑶毎年度の評価の状況について
　⑷今後の対応について
２　福生市公共サイン整備方針について
　⑴方針策定後の状況と実績について
　⑵方針策定後の課題等について
　⑶今後の方針等について

大野　聰
（一括）

⑩
１　民泊について
２　ランニングコースの紹介と案内について
３　玉川上水について
　⑴ 「玉川上水・分水網の保全活用プロジェクトの未来遺産

登録」について
　⑵玉川上水沿いの遊歩道整備等について
４　地域包括ケアの推進について

堀 雄一朗
（併用）

⑪
１　高齢者住宅事業について
　⑴現在の状況について
　⑵生活協力員について
　⑶今後の見通しについて
２　ふっさっ子の広場事業について　
　⑴事業開始から 10 年を振り返っての成果と課題について
３　新入生の入学準備について

三原 智子
（一問一答）

⑫
１　妊娠から出産・子育てまでの切れ目のない支援について
　⑴子育て世代包括支援センターについて
　⑵特別な支援を要する子どもへの対応について
　⑶育児と介護のダブルケアについて
２　各種組織や団体との協定や覚書等の様々な連携について
　⑴主な協定や覚書等について
　⑵今後の取り組みについて
３　終活支援（エンディングサポート）について
　⑴消費者セミナーでの取り組みについて
　⑵身寄りのない方等への終活支援について

五十嵐 みさ
（一問一答）

⑬
１　福生市の財政状況について
２　福生市の人口減少の特徴と対策について
３　学校における労働安全衛生管理体制について
　⑴教職員の時間外労働の規制について
　⑵産業医を選任すべき事業所（学校）について

池田 公三
（一問一答）

⑭
１　横田基地について
　⑴戦闘機と大型給油機の飛来増加について
　⑵違法な住宅地上空の飛行訓練について
　⑶連続発生の機体不具合、部品遺失等について
　⑷オスプレイ配備撤回等について
２　国民健康保険の制度改革について
３　生活保護行政について
４　連動信号機設置について

奥富 喜一
（一問一答）

一 般 質 問平成29年 第3回
福生市議会定例会

通告者の下欄に質問方式を表示しています。
質問方式は、一括方式、一問一答方式あるいは併用方式（一括と一問一答の併用）の
選択制となっています。 （通告順に掲載）
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事
業
も
残
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
16
億
円
を
目

標
に
積
み
立
て
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
る
。

◇
平
成
28
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

問　

基
地
水
が
減
額
に
な
っ

た
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

基
地
か
ら
の
情
報
に
よ

る
と
、
基
地
内
で
の
学
校
の

建
設
が
終
了
し
た
こ
と
や
、

汚
水
管
へ
の
雨
水
の
流
入
防

止
等
工
事
を
行
っ
た
こ
と
が

原
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

　

９
月
21
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
６
件
の
議
案
を
審

査
し
、原
案
の
と
お
り
可
決
・

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

１
件
の
陳
情
が
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

◇
平
成
29
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
） 

問　

保
育
所
運
営
事
業
、
認

定
こ
ど
も
園
施
設
型
給
付
事

業
、
地
域
型
保
育
給
付
事
業

の
増
額
に
つ
い
て
の
理
由
は
。

答　

保
育
園
の
定
員
と
児
童

の
年
齢
ご
と
に
定
め
ら
れ
た

公
定
価
格
が
、
平
成
29
年
度

予
算
策
定
後
に
決
定
、
新
た

な
処
遇
改
善
加
算
も
盛
り
込

ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

問　

学
童
ク
ラ
ブ
委
託
料
増

額
で
行
わ
れ
た
指
導
員
増
員

の
内
容
と
今
後
の
児
童
の
受

け
入
れ
の
見
通
し
は
。

答　

さ
く
ら
ク
ラ
ブ
と
臨
時

第
２
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
で
増

◇
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
制

度
策
定
に
関
す
る
陳
情
書

ド
ナ
ー
を
支
援
し
負
担
軽
減

す
る
た
め
に
も
、
採
択
し
た

い
と
の
意
見
が
あ
り
、
全
会

一
致
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
22
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
１
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◇
平
成
29
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

問　

第
三
小
学
校
に
あ
る
第

一
給
食
セ
ン
タ
ー
解
体
後
の

跡
地
活
用
に
関
す
る
考
え
は
。

答　

教
室
の
増
築
を
考
え
て

い
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
活
用

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

新
扶
桑
会
館
整
備
事
業

　

９
月
20
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
５
件
の
議
案
を
審

査
し
、原
案
の
と
お
り
可
決
・

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◇
福
生
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て問　

入
居
者
の
資
格
要
件
の

緩
和
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

他
市
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答　

30
市
町
村
中
、
福
生
市

を
含
め
９
市
２
町
が
同
様
の

内
容
を
改
正
予
定
で
、
そ
の

う
ち
４
市
２
町
が
９
月
議
会

で
の
条
例
改
正
を
予
定
し
て

い
る
。

◇
平
成
29
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分
）

問　

東
京
都
無
電
柱
化
チ
ャ

員
し
た
。
定
員
を
超
過
し
て

お
り
、
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

◇
平
成
29
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

問　

前
年
度
繰
越
金
の
額
が

大
き
く
な
っ
た
理
由
は
。

答　

国
・
都
か
ら
の
交
付
金

が
予
算
よ
り
約
２
億
８
０
０

万
円
多
く
、
保
険
給
付
費
が

約
７
５
０
０
万
円
少
な
か
っ

た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

◇
平
成
29
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

問　

介
護
給
付
費
準
備
基
金

の
状
況
は
。

答　

平
成
28
年
度
の
剰
余
金

１
億
６
０
２
７
万
６
千
円
を

基
金
へ
積
み
立
て
、
基
金
残

高
は
４
億
４
７
０
万
９
０
５

６
円
と
な
る
。

◇
平
成
28
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

問　

保
険
税
の
収
納
率
向
上

へ
の
取
り
組
み
は
。

答　

財
産
調
査
の
強
化
を
図

り
、
下
半
期
か
ら
は
催
告
書

の
運
用
を
見
直
し
段
階
を
追

っ
て
文
面
と
封
筒
の
色
合
い

を
変
え
て
い
く
工
夫
や
、
夜

間
臨
戸
の
強
化
を
行
っ
た
。

問　

国
民
健
康
保
険
加
入
世

帯
数
減
少
の
理
由
は
。

答　

被
用
者
保
険
適
用
拡
大

の
影
響
と
見
て
い
る
。

問　

そ
の
他
一
般
会
計
繰
入

金
の
被
保
険
者
１
人
当
た
り

金
額
と
他
市
と
の
比
較
は
ど

う
か
。

答　

被
保
険
者
１
人
当
た
り

の
金
額
と
順
位
は
、
福
生
市

４
万
９
８
８
円
で
26
市
中
４

に
お
け
る
今
回
の
補
正
に
至

る
ま
で
の
経
緯
は
。

答　

地
中
障
害
物
対
応
の
検

討
を
行
い
、
撤
去
し
て
地
下

階
を
設
置
し
、
杭
の
施
行
を

行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。

問　

新
扶
桑
会
館
の
変
更
に

よ
る
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

現
扶
桑
会
館
解
体
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
及
び
市
民
へ
の
影
響
は
。

答　

新
扶
桑
会
館
は
平
成
31

年
３
月
に
完
成
予
定
。
現
扶

桑
会
館
に
つ
い
て
は
平
成
31

年
秋
頃
か
ら
現
消
防
署
に
合

わ
せ
て
解
体
す
る
の
で
利
用

者
へ
の
影
響
は
な
い
。

問　

再
編
交
付
金
後
の
財
源

確
保
に
つ
い
て
経
過
は
。

答　

市
長
自
ら
も
先
頭
に
た

っ
て
何
度
も
国
に
足
を
運
び

要
請
を
行
っ
た
結
果
、
環
境

整
備
法
第
８
条
の
助
成
事
業

に
な
っ
た
。

問　

第
二
給
食
セ
ン
タ
ー
解

体
事
業
へ
の
補
助
金
、
及
び

ふ
る
さ
と
人
づ
く
り
ま
ち
づ

く
り
寄
附
者
の
内
訳
は
。

答　

来
年
度
の
補
助
金
に
関

し
て
は
全
く
未
定
、
寄
附
者

５
件
の
内
訳
は
個
人
で
市
内

が
１
人
、
市
外
が
１
人
、
法

人
は
３
件
で
い
ず
れ
も
市
外

で
あ
る
。

　

定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
、
閉
会
中
も
含
め
６
回
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

レ
ン
ジ
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

も
う
少
し
詳
し
く
伺
い
た
い
。

答　

無
電
柱
化
す
る
こ
と
に

よ
る
効
果
は
３
点
あ
り
、
本

事
業
は
こ
れ
ら
の
効
果
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。
１
点
目

は
、
地
震
な
ど
の
大
規
模
災

害
に
よ
り
、
電
柱
等
が
倒
壊

す
る
こ
と
に
よ
る
道
路
の
閉

塞
を
防
止
す
る
。
ま
た
、
耐

震
性
が
向
上
す
る
こ
と
も
期

待
で
き
る
。
２
点
目
は
、
道

路
上
の
構
造
物
を
な
く
す
こ

と
で
通
行
空
間
の
安
全
性
、

快
適
性
を
確
保
す
る
。
３
点

目
は
、
景
観
の
阻
害
と
な
る

電
柱
や
電
線
を
な
く
し
、
良

好
な
景
観
を
形
成
す
る
。

◇
平
成
29
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）

問　

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
パ
ー

ク
周
辺
の
冠
水
状
況
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。

答　

床
下
浸
水
が
起
こ
っ
て

お
り
、
早
急
に
手
当
て
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
て

い
る
。

問　

下
水
道
事
業
積
立
金
の

目
安
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

長
寿
命
化
事
業
に
必
要

な
将
来
の
更
新
事
業
費
と
し

て
16
億
円
を
目
標
に
し
て
い

る
が
、
今
後
は
昭
和
の
時
代

に
整
備
し
た
管
渠
の
更
新
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
や
、
雨
水

位
、
26
位
は
小
金
井
市
の
１

万
１
６
５
７
円
で
あ
っ
た
。

問　

後
発
医
薬
品
利
用
差
額

通
知
事
務
費
の
増
の
要
因
は
。

答　

通
知
回
数
を
９
回
に
増

や
し
、
差
額
通
知
の
調
剤
の

対
象
範
囲
を
拡
大
し
た
こ
と

が
主
な
要
因
で
あ
る
。

◇
平
成
28
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

問　

一
般
介
護
予
防
施
策
事

業
の
複
合
型
介
護
予
防
教
室
、

及
び
地
域
介
護
予
防
活
動
支

援
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
。

答　

元
気
は
つ
ら
つ
教
室
を

市
内
４
箇
所
で
行
い
、
介
護

予
防
に
役
立
つ
必
要
な
基
礎

知
識
の
講
話
、
筋
力
向
上
の

要
素
を
入
れ
た
体
操
、
口
腔

機
能
向
上
、
低
栄
養
予
防
に

関
す
る
演
習
、
実
技
指
導
、

脳
ト
レ
体
操
な
ど
を
実
施
し

た
。
地
域
介
護
予
防
活
動
支

援
事
業
は
、
町
会
や
老
人
ク

ラ
ブ
、
小
地
域
福
祉
活
動
な

ど
の
場
に
運
動
指
導
員
を
派

遣
す
る
介
護
予
防
に
大
変
効

果
の
あ
る
事
業
で
あ
る
。　

◇
平
成
28
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

問　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
収
納
の
利
用
状
況
は
。

答　

納
付
書
に
よ
る
納
付
は

限
ら
れ
て
い
る
が
、
利
便
性

の
充
実
も
本
事
業
開
始
の
目

的
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
周
知
が
行
き
渡
る
こ
と

で
、
利
用
率
は
上
が
っ
て
い

く
も
の
と
分
析
し
て
い
る
。

▲骨髄バンクドナー登録のしおり▲解体が予定されている第一給食センター

▲無電柱化整備が予定されている本町通り

総
務
文
教
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

委員会の
　　審査から　

　今定例会の常任委員会では、付託された議案及び
陳情の審査が９月20日、21日及び22日の３日間、建
設環境・市民厚生・総務文教委員会の順で行われま
した。
　議会運営委員会は、本会議の議事日程や議案の取
り扱い、議会だよりの編集等で６回行われました。
　また、９月25日に横田基地対策特別委員会、9月
８日及び25日にまちの魅力づくり対策特別委員会が
行われました。
　ここでは、各常任委員会及び各特別委員会から報
告された主な審査概要をまとめました。
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今
年
は
、
８
月
か
ら
天
候

が
安
定
せ
ず
、
長
雨
や
時
を

同
じ
く
来
襲
し
た
台
風
の
影

響
な
ど
、
全
国
で
も
大
き
な

被
害
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
身
近
な
と
こ
ろ

で
食
材
の
高
騰
な
ど
気
に
な

る
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
、
秋
の

味
覚
の
変
化
も
感
じ
ら
れ
た

方
が
多
か
っ
た
の
で
は
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
９
月
議
会
で
は
、
平

成
28
年
度
の
決
算
審
査
が
行

わ
れ
、
26
市
で
初
め
て
と
な

る
決
算
説
明
書
（
新
公
会
計

制
度
）
に
よ
る
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
ま
で
の
決
算

書
で
の
審
査
と
は
違
っ
た
角

度
で
見
る
福
生
市
の
財
政
の

状
況
や
、
事
業
ご
と
の
決
算

の
審
査
と
な
り
、
資
料
等
で

は
分
か
り
や
す
い
面
も
出
て

き
ま
し
た
が
、
初
め
て
の
こ

と
で
あ
り
難
し
さ
も
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ
サ

イ
ル
発
射
に
つ
い
て
、
６
月

に
引
き
続
き
抗
議
し
ま
し
た

が
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
願

う
人
々
の
気
持
ち
を
踏
み
に

じ
る
も
の
で
決
し
て
許
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
国
際
社
会
と
連

携
・
協
力
し
て
、
毅
然
た
る

態
度
で
外
交
努
力
を
続
け
る

こ
と
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
議
会
の
傍
聴
で
は
様
々

な
団
体
の
方
も
議
場
に
見
え

ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

編
集

後
記

　

９
月
16
日
（
土
）
及
び
17

日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
友

好
祭
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

な
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①　

入
場
者
数
は
、
天
候
の

影
響
も
あ
り
７
万
５
千
人
で
、

昨
年
の
13
万
５
千
人
を
下
回

っ
た
。

②　

航
空
機
地
上
展
示
や
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
の
バ
ン
ド
演

奏
、
航
空
自
衛
隊
イ
ベ
ン
ト

等
が
行
わ
れ
、
花
火
は
中
止

と
な
っ
た
。

③　

市
の
対
応
は
、
横
田
基

地
に
対
し
、
友
好
祭
に
お
け

る
安
全
確
保
等
に
つ
い
て
要

請
を
行
う
と
と
も
に
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
来
場
者
利
用

駅
の
案
内
に
つ
い
て
掲
載
し

た
。

２　

横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

　

６
月
19
日
か
ら
９
月
29
日

ま
で
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①　

６
月
26
日
に
横
田
基
地

内
で
不
発
弾
が
発
見
さ
れ
た

が
、
爆
弾
処
理
班
が
処
理
し
、

基
地
外
へ
の
影
響
は
な
か
っ

た
。

②　

６
月
30
日
の
米
国
独
立

記
念
日
祝
賀
行
事
に
お
い
て
、

基
地
内
で
花
火
が
打
ち
上
げ

ら
れ
た
。

③　

横
田
基
地
所
属
輸
送
機

等
の
部
品
遺
失
等
が
あ
っ
た

た
め
、
東
京
都
と
基
地
周
辺

５
市
１
町
か
ら
米
軍
等
に
対

し
、
原
因
究
明
や
安
全
確
保

の
徹
底
等
に
つ
い
て
要
請
を

行
っ
た
。

④　

人
員
降
下
訓
練
が
７
月

と
９
月
に
行
わ
れ
た
。

　

９
月
８
日
及
び
25
日
に
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

８
日
は
、
25
日
の
委
員
会
へ

の
参
考
人
の
出
席
及
び
委
員

外
議
員
の
出
席
に
つ
い
て
協

議
し
、
異
議
な
い
旨
確
認
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
25
日
は
、
参
考
人

と
し
て
、
観
光
関
連
の
有
識

者
で
あ
る
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
川
波
佑
吉

氏
と
森
ビ
ル
㈱
の
矢
部
俊
男

氏
及
び
松
本
瑠
里
子
氏
よ

り
、
観
光
行
政
等
に
つ
い
て

専
門
的
な
意
見
を
伺
い
ま
し

た
。

　

川
波
氏
か
ら
「
観
光
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
現
状
と
福
生
市
に

求
め
ら
れ
る
観
光
推
進
」
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

１　

観
光
デ
ー
タ
か
ら
み
る

消
費
者
の
動
向
の
ニ
ー
ズ
に

つ
い
て

　

旅
行
の
実
施
率
と
平
均
回

数
、
性
別
と
年
代
別
実
施

率
、
現
地
支
出
及
び
宿
泊
旅

行
の
目
的
等
に
つ
い
て
。

２　

福
生
市
に
求
め
ら
れ
る

観
光
推
進
に
つ
い
て

　

消
費
者
視
点
で
の
現
状
把

握
と
し
て
、
観
光
ポ
イ
ン
ト

の
地
域
側
の
視
点
と
観
光
客

の
興
味
・
関
心
度
の
調
整
、

観
光
体
験
等
に
よ
る
消
費
ス

ト
ー
リ
ー
の
創
造
、
福
生
市

ま
ち
の
魅
力
づ
く
り
対
策

 

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

⑤　

横
田
基
地
有
志
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
公

園
清
掃
が
行
わ
れ
た
。

⑥　

７
月
29
日
と
８
月
21
日

に
オ
ス
プ
レ
イ
が
横
田
基
地

に
飛
来
し
た
。

⑦　

横
田
基
地
内
で
平
成
29

年
３
月
１
日
か
ら
平
成
30
年

７
月
30
日
ま
で
の
予
定
で
夜

間
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
と

の
国
か
ら
の
情
報
提
供
を
受

け
、
基
地
周
辺
５
市
１
町
か

ら
米
軍
等
に
対
し
て
、
基
地

外
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
る
よ
う
要
請
を
行
っ
た
。

⑧　

８
月
20
日
午
後
、
米
海

兵
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
横

田
基
地
周
辺
を
飛
行
し
騒
音

に
関
す
る
苦
情
が
２
件
寄
せ

ら
れ
た
。

⑨　

８
月
29
日
に
横
田
基
地

内
で
航
空
自
衛
隊
に
よ
る
Ｐ

Ａ
Ｃ-

３
機
動
展
開
訓
練
が

行
わ
れ
た
。

３　

国
有
提
供
施
設
等
所
在

市
町
村
助
成
交
付
金
等
に
関

す
る
要
望
に
つ
い
て

　

総
務
省
に
対
し
て
要
請
行

動
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、

委
員
会
と
し
て
要
望
事
項
等

を
協
議
し
ま
し
た
。

の
持
っ
て
い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
と
し
て
地
元
酒
蔵
と
お
い

し
い
水
を
コ
ラ
ボ
し
た
観
光

資
源
の
活
用
等
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

問　

米
軍
基
地
と
関
連
し
た

消
費
ス
ト
ー
リ
ー
は
。

答　

例
え
ば
、
子
ど
も
た
ち

に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
英
語
に
接

す
る
体
験
の
ス
ト
ー
リ
ー
。

　

次
に
、
矢
部
氏
よ
り
「
福

生
市
の
魅
力
発
信
に
向
け
た

取
り
組
み
及
び
ご
提
案
」
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

１　

平
成
28
年
度
制
作
の
ア

ニ
メ
―
シ
ョ
ン
動
画
「
Ｔ
ｏ

ｋ
ｙ
ｏ　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ　

Ｂ
ｒ

ｅ
ｗ
ｅ
ｒ
ｙ
」
の
制
作
・
配

信
成
果
に
つ
い
て

　

３
週
間
で
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
約
45
万
回
、
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
約
11
万
回
視
聴
さ

れ
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
も

１
２
６
件
扱
わ
れ
、
市
の
認

知
及
び
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
が

図
ら
れ
た
。

２　

今
年
度
の
福
生
市
商
工

会
に
よ
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

Ｐ
Ｒ
動
画
に
つ
い
て

　

物
語
性
の
あ
る
「
和
」
と

「
洋
」
の
文
化
が
同
居
す
る

市
の
魅
力
発
信
で
、
交
流
人

口
や
定
住
化
増
加
を
目
指
す
。

３　

今
後
の
福
生
市
の
魅
力

づ
く
り
に
つ
い
て

　

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
魅
力
づ

く
り
の
推
進
。

・
米
軍
ハ
ウ
ス
、
ユ
ニ
ー
ク

な
店
舗
や
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

・
福
生
市
な
ら
で
は
の
「
創

作
・
工
房
文
化
」
に
よ
る
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
ま
ち
と
し

て
、
新
た
な
「
ア
ー
ト
ビ
レ

ッ
ジ
」
の
魅
力
発
信
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

問　

交
流
人
口
を
増
や
す
一

案
は
。

答　

例
え
ば
、
多
摩
川
河
川

敷
に
し
ゃ
れ
た
サ
イ
ク
ル
カ

フ
ェ
を
つ
く
る
。

　

そ
の
後
、
参
考
人
の
意
見

に
対
す
る
感
想
や
今
後
の
委

員
会
の
進
め
方
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

　

９
月
25
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

横
田
基
地
日
米
友
好
祭

に
つ
い
て

▲観光行政等について有識者の意見を聞いている様子

▲総務省への要請文

横
田
基
地
対
策
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市議会」→「インターネット中継」の順にクリックしてください。

　音訳ボランティア「ふっさいとでん
わ」により、議会だよりの音訳をデイジ
ー方式のＣＤにして、視覚障害者（１・
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用対象者は日常生活用具として給付を受
けられます。（利用者１割負担）

議会事務局　☎042-551-1523

　多摩ケーブルネットワークでは本会議の生中継を放映しています。放映日時、放
映チャンネルは、広報ふっさ及び多摩ケーブルチャンネルガイドでお知らせします
のでぜひご覧ください。

ケーブルテレビによる議会中継
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